





































































































































































































































































































































































































































































































防 災学 習 テ ー マ社会・総合的な学習教 科
























































































































































































































ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
自己評価シート○自己評価シートの配布
「防災を学ぶことは今の自分にとってどのよ
うな意味があるのだろう？」について話し合
い，私たちにとって防災を学ぶ意義について
確認する。
○自分の取り組みに関しての評価を行
う。
○単元質問についてディスカッション
を行う。
成果物は，デジタル化した統一様式の単元プランシートに，ハイパーリンクしたワークシート，参考
資料Webサイト，授業の流れの説明用ppt，指導者生徒作品モデルppt，評価シートなどをフォルダーに
パッケージ化して提出させる。それらをまとめＣＤに収録し，本授業の成果物として配布する。単元プ
ランの評価は，単元を貫くカリキュラム内容構成質問やプロジェクト学習，ＩＣＴ機器の利用，学習者
の成果発表などが取り入れられているかどうかなどを事前に説明している。
５ 結語─社会科の授業づくりを支援す
るための教科専門カリキュラム・デザイ
ン・テキストの必要性─
鳴教小社テキスト，広大ハンドブック，大教社
基礎論を大括りすると，それらの特質は次のよう
にまとめられる。
第一に，テキスト・ハンドブック・実践に示さ
れる内容は，社会科の授業づくりを支援するため
の教科内容の構成をどのようにするのかという問
題意識から出発している。それは社会科として，
実際の具体的な授業場面で必要とされる知識を想
定することから作成される。鳴教小社テキストで
は，小学校学習指導要領の各学年の単元内容で，
社会を分かるために必要な知識は何か，広大ハン
ドブックでは，学習指導の場面で事例として取り
上げる内容について，どのような知識が必要とさ
れるのか，大教大基礎論では，視聴した学習指導
の中で必要とされる知識は何かを扱っている点で
ある。これらが示すことは，研修としてOJT（On-
the-Job-Training）として捉えられてきた学校現場
で職務を遂行する中で培われる知識を，養成段階
の大学の授業内容に組み込むことが視野に置かれ
るであろう。社会科学習の指導の実際に必要な知
識・技能・態度などを意図的・計画的に履修内容
に取り入れることで，理論と実践を橋渡し，早期
の社会科教員としての力量形成を図る提案とみる
ことができる。
第二に，履修者自身に学校現場の教育課程を意
識した単元開発を要求する点である。例えば，教
師のゲートキーピング力（カリキュラム調節能
力）として，人文・社会諸科学の学問成果と，国
の教育政策である学習指導要領や検定による教科
書などに示される学習内容を，教師自身が選択し
柔軟に内容を運用することが期待される。テキス
トやハンドブックでは，１時間から数時間の展開
を意図した単元の構成を，基礎論では単元全体を
見通した構成を考えさせている点である。また基
礎論は，経験年数の異なる教員の授業の実践上の
問題点と改善点を見取り，実社会でどのような社
会科授業の可能性を見出すのかを問いかけ，単元
開発を通して自らの理論を構築させるものとな
る。
第三に，成果物が研究者同士や教育行政や学校
現場の教員，そして学生との協同の作品であるこ
とである。鳴教小社テキストは，社会科の授業づ
くりを支援するための教科専門科目の内容とし
て，学習指導要領や教科書を鑑み，人文・社会諸
科学の研究者と社会科教育学の研究者が密な話し
合いを通して，どのような内容や方法がよいか，
長年の話し合いを通して内容を選択・構成し，蓄
積してきたことが窺える。広大ハンドブックは，
学校現場の教員をよく知る指導主事の協力や，経
験豊かな教員による助言を得て作成されている。
また学生との協同の成果物である。大教社基礎論
は，単元プランの開発の拠り所をIntel＠teachプロ
グラムテキストをもとにする世界的な教育動向を
反映する教育支援企業との協同のものと言え
よう。
以上にみられる特質は，従来，教科教育法の授
業において教育実践との関連で試みられてきた内
容と重なる部分もある一方，人文・社会諸科学の
分化・細分化された興味や研究対象によって内容
が選択され，授業が行われてきた教科専門科目の
内容に一石を投じ，その内容・方法の理論的な基
盤を要求するものになっている。今後，教員養成
における早急な社会科の授業づくりを支援するた
めの教科専門カリキュラム・デザイン・テキスト
の検討が求められよう。
【注】
１ 具体的に内容を展開する社会科の目標及び授業
方法や指導技術の具体は，教科教育法の授業に委
ねられる。時間的制約があり，現実の社会をどの
ように理解するのかについては，人文・社会諸科
学の学問に関わる内容や方法論を断片的にしか提
供できていない。 ゆえに，教科を専門的に追究し
ない限り，教科書の内容をなぞるだけの皮相的な
授業がなされている状況がある。
２ 本テキストは２年次に使用されるものであり，
教科教育学と教科専門の担当者の８名が協同して
作成されている。教科教育学の研究者が授業を
リードする形で調整を行い，各回の担当者によっ
て授業がなされるものとなっている。
３ 講義で適宜書き込むワークシート形式のテキス
トは，予復習の「テキスト」としての活用が期待
できよう。
４ 西林克彦『間違いだらけの学習論』新曜社，1994
年，pp.76-88。
５ 経済学，歴史学，法学，哲学も同様の構成であ
る。
６ StephenJ.Thornton，渡部竜也ほか『教師のゲー
トキーピング』春風社，2012，GrantWiggins,Jay
McTighe,西岡加名恵『理解をもたらすカリキュラ
ム設計』日本標準，2012，『中学校学習指導要領解
説』2008。
７ 社会認識教育学会『社会認識教育の構造改革』
明治図書，2006，岩田一彦『小学校社会科 学習
課題の提案と授業設計』明治図書，2009。
８ 社会認識教育学会『社会認識教育の構造改革』
明治図書，2006，岩田一彦『小学校社会科 学習
課題の提案と授業設計』明治図書，2009。
９ 石井英真『今求められる学びとは－コンピテン
シー・ベースのカリキュラムの光と影－』日本標
準，2015，佐藤学『学校を改革する－学びの共同
体の構想と実践－』岩波書店，2012。
10 2009年度から科目名称は変更された。担当者：
峯明秀
11 Intel＠teachプログラム
htp:/www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/education/
k12/intel-teach-jp.html（2015.3.30）
12 第２･３回に視聴する授業は，社会科教科教育学
を専攻専門とする研究室の４回生及び卒業生であ
る。また，比較する授業は，講師としての指導経
験は長いが新規採用者であり，社会科教育学の専
門的な研究にはこれまで触れてきていない。
13 中本和彦「高等学校地理・単元『オーストラリ
ア』の授業設計－社会問題を中核にした地誌学習
－」広島県立湯来南高等学校研究授業資料，
2000.1.13実施。
14 加藤公明氏の授業は，2003年６月12日放送，平
井英徳氏の授業は2006年７月15日放送内容であ
る。
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